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党首会談で一致 
参院選挙�

後初となる�

与党党首会�

談が２２日�

官邸で開か�

れ、民主党、国民新党両党は、政策課題で緊密
に連携し、強い経済、強い財政、強い社会保障
を目指すスタートラインを、共通のものとする
ことで一致しました。�

 会談には、民主党から菅直人代表（総理）、
枝野幸男幹事長、仙谷由人官房長官、国民新党
から亀井静香代表、下地幹郎幹事長が出席しま
した。�

 会談後、枝野幹事長は記者団の質問に答え、
「連立政権の運営をしっかりとしていくこと。
景気対策が必要で、財務省に振り回されないこ
と、強い経済の実現にはデフレ脱却が大切」と
の認識で一致したことを明らかにしました。�

 また、強い経済、強い財政、強い社会保障を
目指すスタートラインに立ったとして、政策課
題で緊密に連携をとることで合意、さらに、前
内閣での３党の合意である郵政改革法案、労働
者派遣法改正案については、国民新党の努力に
よって社民党の協力を得ることができたこと
に菅総理から感謝の言葉が述べられたことを
明かしました。�

さらに、郵政改革法案については、秋の臨時
国会で成立を図ることに関して、参議院で否決
された場合でも、衆議院で３分の２による再議
決という手段もあるのではないかとの亀井代
表の発言があり、それに対して、民主党からは
丁寧な国会運営を行うと申し上げたと、枝野幹
事長は、記者の質問に答えました。�
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玄葉光一郎�

政策調査会長�

は、２２日国�

会内で記者会�

見し、「平成�

２３年度予算�

概算要求組み�

替え基準に関する民主党提言～『ヒト』を大切
にし、命を守る予算の実現に向けて～」を発表
しました。�

 玄葉会長は、「元気な日本復活特別枠」を概
ね２兆円確保し、民主党らしい、国民生活にや
りがいと夢が持てる予算にしたいと強調。その
ための財源は、国会議員の経費削減にも当然取
り組んでいくと同時に、秋に実施する特別会計
の事業仕分け、「行政レビューシート」を活用
した府省段� での事業の�� を挙げ、�� した
�� 遣い�	 、総予算の組み替えによってでき
る
 り生み出すとしました。 
 提言の主な内� は� 下の通りです。�
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 出の大枠を�� 兆円として、国� の発行�

は２２年度を上回らないよう� 力を挙げる。明
確な���� に基� く予算� 成。�� フ� スト
の実現、デフレ脱却を�� 経済成長�� 用 大、
「新しい! 共」の実施�"# に向けた$%& な
予算' 分。( 明) の* い予算� 成。�
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 概ね２兆円+ 度を目, として「元気な日本復
活特別枠」を-. 。財源は�� 遣い�	 � 総予
算の組替え/ で確保。特別枠の' 分は0 省から
要1 にあった政策を! 開2 ン3 ストしたうえ
で45& には総理が決. する。�


